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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
わ
む
ら
一
斎

塾
で
は
、
郷
土
の
先
人
を
顕
彰

し
な
が
ら
、
業
績
や
今
に
生
き

る
教
え
な
ど
を
、「
人
づ
く
り
、

心
そ
だ
て
は
ま
ち
づ
く
り
」
に

生
か
す
こ
と
を
基
本
的
な
考
え

と
し
、
年
数
回
の
公
開
講
座
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
島
崎
藤
村
と
音
楽

の
話
と
歌
で
す
。
小
説
家
と
し

て
の
藤
村
の
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
な
い
一
面
を
歌
と
共
に
紹
介

し
ま
す
。

□
と
き　

６
月
２５
日
㈯
午
後
１

時
半
―
３
時

□
と
こ
ろ　

い
わ
む
ら
コ
ミ
セ

ン□
演
題　

島
崎
藤
村
と
音
楽

□
講
師　

田
中
吉
徳
氏
（
み
ん

な
で
歌
お
う
懐
か
し
き
日
本
の

歌
を
歌
う
会
主
宰
）

□
料
金　

２
０
０
円（
資
料
代
）

　
　

い
わ
む
ら
一
斎
塾（
堀
井
）

志
４
３
―
２
０
２
５

　
□
と
き　

６
月
２６
日
㈰
午
前
９

時
半
―
午
後
１
時

□
と
こ
ろ　

中
コ
ミ
セ
ン

□
料
金　

▽
会
員
＝
無
料　

▽

非
会
員
＝
１
０
０
０
円

□
対
象　

小
学
５
年
生
以
上
。

小
学
４
年
生
以
下
は
親
子
同
伴

□
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、タ
オ
ル
、持
ち
帰
り
用
タ
ッ

パ
ー
か
袋

□
定
員　

１５
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
）

　
　
　
　

え
な
イ
ー
ス
ト
総
合

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局
志

２
５
―
０
０
６
８

【
は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講
習
】 

□
と
き　

７
月
５
日
㈫
、
１４
日

㈭
、
２１
日
㈭
、
２６
日
㈫
午
前
９

時
半
―
１１
時
半

□
内
容　

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
Ｘ
Ｐ

を
使
い
、文
字
入
力
や
マ
ウ
ス
、

キ
ー
ボ
ー
ド
の
使
い
方
な
ど
、

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
を
丁
寧

に
説
明
し
ま
す
。

□
料
金
　
７
０
０
円
（
別
途
テ

キ
ス
ト
代
１
０
５
０
円
）

【
う
ち
わ
や
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
作
っ

て
み
よ
う
講
座
】

□
と
き
　
７
月
７
日
、
１４
日
、

２１
日
（
木
曜
日
）
午
後
１
時
―

３
時

□
内
容　

ワ
ー
ド
２
０
０
２
を

使
い
、
イ
ラ
ス
ト
や
写
真
を
挿

入
し
て
、
和
紙
に
印
刷
し
て
う

ち
わ
を
作
っ
た
り
、
ア
イ
ロ
ン

を
使
っ
て
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
プ
リ
ン

ト
し
た
り
し
ま
す
。

□
料
金　

１
０
０
０
円
（
材
料

代
含
む
）

※
Ｕ
Ｓ
Ｂ
フ
ラ
ッ
シ
ュ
メ
モ
リ

を
８
４
０
円
で
購
入
い
た
だ
く

か
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い

【
共
通
】

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー
視
聴
覚
室 

□
定
員　

１８
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
）

□
申
し
込
み
期
間　

６
月
１０
日

㈮
午
前
１０
時
か
ら
開
講
日
前
日

ま
で
。初
め
て
受
講
す
る
方
は
、

６
月
２７
日
㈪
ま
で
に
申
し
込
め

ば
優
先
さ
れ
ま
す
。

※
テ
キ
ス
ト
は
、
バ
ー
ジ
ョ
ン

に
合
わ
せ
て
準
備
し
ま
す
の

で
、
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
分

か
ら
な
い
方
は
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

　
　
　
　

パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト

ク
ラ
ブ
志
０
９
０
―
４
２
６
５

―
９
７
２
７

　

蛍
の
育
つ
環
境
で
あ
る
こ
と

の
喜
び
を
分
か
ち
合
い
、
家
族

や
愛
好
者
と
の
交
流
を
深
め
る

蛍
鑑
賞
の
夕
べ
を
行
い
ま
す
。

□
と
き　

６
月
１８
日
㈯
午
後
７

時
（
小
雨
決
行
）

□
と
こ
ろ　

宗
久
寺
駐
車
場

（
定
蓮
寺
川
）

　
　

東
野
コ
ミ
セ
ン
志
２
６
―

２
５
５
５

　

蛍
が
生
息
で
き
る
地
域
を
目

指
し
、
飯
羽
間
ホ
タ
ル
舞
の
郷

構
想
実
行
委
員
会
が
ホ
タ
ル
ま

つ
り
を
開
催
し
ま
す
。
当
日
は

中
国
琵
琶
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

や
白
玉
を
蛍
に
見
立
て
た
無
料

の「
ホ
タ
ル
ぜ
ん
ざ
い
」の
サ
ー

ビ
ス
な
ど
を
行
い
ま
す
。
蛍
の

光
と
竹
灯
籠
が
癒
や
し
の
光
競

演
を
醸
し
ま
す
。

□
と
き　

６
月
１８
日
㈯
午
後
６

時□
と
こ
ろ　

飯
羽
間
浄
化
セ
ン

タ
ー
前
広
場

　
　

城
下
町
ホ
ッ
ト
い
わ
む
ら

事
務
局
志
４
３
―
４
６
２
２

（
月
曜
休
）

　　

市
民
三
学
東
野
委
員
会
で

は
、
東
野
塾
の
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。
こ
れ
は
、
本
年
２
月

に
開
催
し
た
も
の
に
続
く
内
容

で
、
講
師
も
同
じ
で
す
。

□
と
き　

６
月
２５
日
㈯
午
後
１

時
半

□
と
こ
ろ　

東
野
コ
ミ
セ
ン

□
講
師　

小
板
清
治
氏

□
演
題　

（
続
）「
東
野
の
歴
史

に
学
ぶ
」

□
料
金　

無
料

　
　

東
野
振
興
事
務
所
志
２
６

―
２
２
４
４

　

恵
南
商
工
会
青
年
部
で
は
、

年
２
回
清
掃
活
動
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。
今
回
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
り
、
街
の
美
化
活

動
を
共
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
一
緒
に
良
い
汗
を
流
し
ま

せ
ん
か
。

□
と
き　

６
月
１２
日
㈰
午
前
９

時
集
合（
活
動
は
２
時
間
程
度
、

早
退
可
、
少
雨
決
行
） 

□
と
こ
ろ　

小
沢
峡
（
岩
村
カ

ン
ト
リ
ー
入
り
口
前
の
地
域
物

産
所
が
あ
る
広
場
） 

□
作
業
内
容　

ご
み
拾
い 

□
持
ち
物　

軍
手
（
お
茶
は
用

意
し
ま
す
）

□
そ
の
他　

作
業
終
了
後
に
記

念
品
を
差
し
上
げ
ま
す 

。
事

前
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　

恵
南
商
工
会
山
岡
支

所
志
５
６
―
２
７
１
５

　　

大
正
浪
漫
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開

か
れ
て
、
日
野
原
重
明
氏
の
講
演

が
あ
る
と
の
チ
ラ
シ
を
見
ま
し

た
。
ぜ
ひ
聞
い
て
み
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

　

し
か
し
会
場
を
見
る
と
名
古
屋

で
行
わ
れ
る
と
の
こ
と
。
名
古
屋

ま
で
は
ち
ょ
っ
と
無
理
。

　

ど
う
し
て
市
の
大
正
浪
漫
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
名
古
屋
で
開
か
れ
る

の
で
す
か
。
市
民
軽
視
の
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。
そ
れ
に
こ
の
事
業

は
「
県
か
ら
の
補
助
金
を
受
け
て

い
ま
す
」
と
小
さ
な
字
で
書
い
て

あ
り
ま
す
。
市
民
な
ら
誰
で
も
聞

い
て
み
た
い
と
思
う
の
で
す
が
、

な
ぜ
市
内
で
行
わ
な
い
の
で
す

か
。

（
匿
名
・
上
矢
作
町
）

　

日
野
原
重
明
氏
（
医
学

博
士
）
の
講
演
会
は
、
大

正
百
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
の
一
環
と

し
て
行
う
も
の
で
す
。

　

当
市
で
は
、
平
成
１９
年
か
ら
全

国
に
先
駆
け
て
、
大
正
百
年
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
の

講
演
会
は
、
県
外
を
含
め
で
き
る

だ
け
多
く
の
方
々
に
大
正
百
年
を

Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
名
古
屋
で
開
催

す
る
も
の
で
す
。
ご
意
見
の
と
お

り
、
会
場
ま
で
は
遠
い
と
思
い
ま

す
が
、
こ
の
理
由
に
よ
り
名
古
屋

で
開
催
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
の

で
、
ご
理
解
願
い
ま
す
。

　

今
ま
で
に
は
、
平
成
１９
年
９
月

に
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
で
安
田
姉

妹
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
、
平
成
２０
年

１１
月
に
明
智
か
え
で
ホ
ー
ル
で
日

本
三
村
サ
ミ
ッ
ト
を
、
平
成
２１
年

１１
月
に
明
智
か
え
で
ホ
ー
ル
で
明

治
学
院
大
学
教
授
の
原
武
氏
に
よ

る
「
大
正
百
年
か
ら
学
ぶ
こ
と
」

の
基
調
講
演
な
ど
の
事
業
を
、
地

元
を
中
心
と
し
て
実
施
し
て
き
ま

し
た
。

　

本
年
は
、
大
正
元
年
か
ら
数
え

て
百
年
目
で
す
。こ
れ
を
記
念
し
、

６
月
５
日
㈰
の
大
正
浪
漫
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
ｉｎ
名
古
屋
大
会
「
日
野
原

重
明
氏
講
演
会
」
や
８
月
１４
日
㈰

の
大
正
百
年
記
念
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど

自
慢
（
会
場
、
恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー
）」、
１１
月
２０
日
㈰
の
「
大
正

百
年
ま
ち
づ
く
り
交
流
会
ｉｎ
大
正

村（
会
場
、明
智
か
え
で
ホ
ー
ル
）」

を
開
催
し
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
当

市
と
日
本
大
正
村
を
大
い
に
Ｐ
Ｒ

し
て
い
き
ま
す
。（

観
光
交
流
室
）

　

市
立
病
院
、
診
療
所
で
は
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
新
薬
の
特
許

期
間
の
切
れ
た
後
に
、
他
社
が

製
造
す
る
新
薬
と
同
一
成
分
の

薬
）
は
使
っ
て
い
ま
す
か
。
上
矢

作
病
院
で
話
し
た
と
こ
ろ
「
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
扱
っ
て
い
な

い
」
と
の
こ
と
。
な
ぜ
医
療
費
が

増
大
す
る
時
に
扱
わ
な
い
の
か
理

解
に
苦
し
み
ま
す
。
扱
う
こ
と
を

希
望
し
ま
す
。

　

（
服
部
さ
ん
・
山
岡
町
）

　

今
回
、
上
矢
作
病
院
で

の
説
明
不
足
に
よ
り
、
疑

問
を
抱
か
れ
た
こ
と
に
対
し
て
お

わ
び
し
ま
す
。

　

上
矢
作
病
院
で
は
、
現
在
５７
点

の
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
扱
っ

て
い
ま
す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
は
、
価
格
が
安
い
な
ど
の
利
点

も
あ
り
ま
す
が
、
問
題
点
も
あ
り

ま
す
。
例
え
ば
、
薬
効
の
実
証
が

さ
れ
て
い
な
い
場
合
や
、
従
来
の

医
薬
品
と
比
べ
形
や
大
き
さ
が
異

な
り
飲
み
に
く
い
と
い
っ
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
。希
望
す
る
場
合
は
、

医
師
に
相
談
し
処
方
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
上
矢
作
病
院
の
よ
う
に
、

市
内
の
公
立
医
療
機
関
で
も
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
処
方
は
受
け

ら
れ
ま
す
が
、
医
薬
品
の
種
類
に

よ
っ
て
は
処
方
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

（
病
院
管
理
課
）

問

▲平成２０年に行われた中村玉緒さんらが
出演した日本三村サミット

葛
日
野
原
重
明
氏
の
講
演
会
の
案
内

申問　：問い合わせ　　：申し込み

『みんなの掲示板』は、皆さんが主催するイ

ベントや各種募集などを市内に周知するため

のコーナーです。（営利目的・宗教・政治に

関する掲載はできません）

□掲載の申し込み・問い合わせ　企画課広報

広聴係志２６-２１１１（内線３１９）

な
ぜ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

名
古
屋
で
行
う
の

▲昨年行われた清掃活動

７
月
期
講
座
を
開
催

申
・
問

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

は
使
っ
て
い
る
の
か

東
野
ほ
た
る
祭
り
を
開

催飯
羽
間
ホ
タ
ル
ま
つ
り

を
開
催

問
東
野
塾
の
講
演
会
を
開

催
申
・
問

清
掃
活
動
へ
参
加
を

島
崎
藤
村
の
公
開
講
座

を
開
催

問

問
お
菓
子
教
室
「
ス
ノ
ー

ボ
ー
ル
・
ク
ッ
キ
ー
」

申
・
問


